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　文章を書くのは難しい。しかし、文章を直すのはもっと難しい。

　文章を書くときには５W１H とか起承転結といった、フォーマッ
トのようなものが何となく用意されています。文は短い方がいい、
などという指摘も助けになります。
　ところが「５W１H や起承転結が整っていない」「文が短くなっ
ていない」ときにどう直せばいいのか、という指針のようなものが
見当たらないのです。
　書店のビジネスコーナーを覗けば、文章作法の本がたくさん並ん
でいます。僕自身も何冊か書いています。ところが、文章をどう直
せばいいのかという本は、まずありません。
　これまでに多くの企業・自治体の広報のコンサルタントや研修で、
おもに文章の書き方をお話ししてきました。その際「預かった文章
をどう直せばいいのかがわからない」「上司から文章を直されたが、
その根拠がわからない」という質問をたくさん頂戴しました。
　僕は長年、新聞社の校閲部門に籍を置きながら、ことばに関する
コラム・エッセイを毎週１本、十数年書いてきました。紙面編集部
門も経験しました。ですから文章については、筆者、編集、校閲の
立場で向き合ってきました。そこでわかったことは、それぞれの立
場によって、読み方が異なるということです。
　自分の書いた原稿は、自分では校閲できません。それは原稿に対
する視点が違うからです。
　一口に「文章を直す」と言っても、筆者、編集、校閲、それぞれ
の立場によって、「文章を直す」定義が異なるようにも思えます。
直す基準がありそうでないというのが、実感でした。

はじめに

　文章を書くのは難しい。しかし、文章を直すのはもっと難しい。
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　ところが、文章コンサルタントという仕事を始めて、わかりにく
い文章には、ポイントになることばが埋め込まれていることに気付
いたのです。
　文章を直す方法は、人によってさまざまかもしれません。しかし、
ポイントになることばを意識すれば「文章を直すことはさほど難し
いことではない」「直す根拠も明確になる」ということがわかって
きたのです。少なくとも文章を簡潔にすることはできます。
　企業や組織などが SNS で炎上する理由にも、やはり見過ごして
いるポイントがあることがわかりました。
　本書はポイントになることばや、意識すべきポイントを中心に、
文章を直す方法を考えていきます。「文章を直す」ことは「文章を
書く」ことにも通ずることがご理解いただけると思います。
　文章はまず筆者が書いて、それを推敲します。それを編集者が読
んで不自然なところを修正し、全体の流れを整えます。校閲者は用
字用語や内容の確認をとります。本書は企業、個人にかかわらず、
こうした文章にかかわるすべての皆さんに役立つよう構成しました。

第 1章 「伝えるとは何か」では、情報とメディアという観点か
ら「ことばを情報にする」意味を考えていきます。これからは、自
らがメディアとなって情報を発信する時代です。「集団における個
を意識する」という考えは、本書を貫く大きな柱の一つです。

第 2章 「改めて５W１H を考える」では、５W１H を使ってこ
とばを情報にしていくアプローチを見ていきます。文章を書くとき
に５W１H は必要ない、それでは文章は書けない。そうした意見が
あることも承知しています。それですべてが書けるわけでもありま
せん。しかし一方で、僕たちは５W１H の使い方をよく知らないと
いうことも言えるのではではないでしょうか。独自の考え方で５W
１H を分解していきます。
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第 3章 「新聞記事の変遷から文章を考える」では、明治10年前
後に生まれた新聞記事が、時代とともにどう変化しているのかを参
考に、いまの時代に求められている文章を考えます。約140年の歴
史を持つ新聞は、人が入れ替わりながらも時代に応じた記事の書き
方を模索してきました。そこに文章を書くノウハウがあるはずです。
しかし必ずしもそれが体系化されているとは言えません。かつて新
聞は生活言語として、文章のお手本になっていました。ところが、
新聞を読む機会が減り、お手本を失っているとも言えます。わかり
やすい文章について、新聞記事の書き方から考えます。

第 4章 「文の構造を考える」では、文章の基本となる「文」に
ついて考えます。まず「文章」の土台をしっかりつくることが重要
だからです。そのために、わかりやすい「文」とはどういうものな
のかをたった二つの「文構造のルール」をもとに、考えていきます。
さらに「注意ワード」に注目して、わかりやすい文をつくる方法を
お伝えします。文の書き方がわかると、表現力も増すことを実感し
ていただきたいと思います。

第 5章 「文章の構造を考える」では、第４章を受けて「文章構
造のルール」を四つあげました。「骨・肉・脈」をキーワードに、
簡潔な文章の書き方を考えていきます。それぞれに「注意ポイント」
を示して分析します。わかりやすい文をもとに説得力のある文章を
つくる方法を紹介します。

第 6章 「筆者、デスク・編集、校閲の視点から見た文章」では、
実際に僕が新聞に書いたエッセイをもとに、筆者、編集者、校閲そ
れぞれの視点の違いを見ていきます。筆者が文章を書かなくては、
何も始まりません。思うように原稿が書き進められない様子や隘

あい

路
ろ

に入ったときの文章、そこから抜け出した状況などを時系列に沿っ
てお見せします。仕上げた原稿を編集者（ここでは出稿責任者・デ
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スク）がどういう確認を迫るのか、校閲が何を指摘するのか。こう
した原稿の流れを追体験できるようにしました。

第 7章 「文章を点検する際のポイント」では、普段何げなく使
っていることばに焦点を当てて考えていきます。かつて、書きこと
ばと話しことばの違いがなくなってきていることを批判した時代が
あります。明治時代の「言文一致」をもじって「言文一緒」などと
揶揄されたことがあります。いまは、SNS などで交わされるチャッ
ト（おしゃべり）が、これまでの話しことばとは異なるコミュニケ
ーションを担っています。「チャットことば」とも言える新しい言
語分野が、書きことばに与える影響を見ていきます。

第 8章 「校閲七つの教訓」では、新聞校閲をもとに注意すべき
ポイントを七つあげて説明しました。間違いのほとんどは、数字と
固有名詞です。ここをどう押さえていくか、について見ていきます。

第 9章 「気をつけるべき表現 その考え方」では、ジェンダー
や不快用語を取り上げます。言い換えや使用禁止用語ではなく、現
代の社会背景などを理解し、「無意識の固定観念」から脱却する考
え方を探ります。企業が SNS で炎上する理由も、組織と個のあり
ようを理解することから始まります。

　この一冊で、筆者、編集者、校閲者それぞれの視点と、文章を書
いて直すポイントがつかめることと思います。さあ、ページを開い
てください。

	 文章コンサルティングファーム未來交創代表
朝日新聞元校閲センター長

前田安正
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注意ワード  逆に
　もともと「反対に」「かえって」などの意味を表すことばです。
それが「予想とは違って」「むしろ」などの意味を持つように
なってきました。
　「逆」の意味は、物事の順序や位置関係などが反対であるこ
とを言います。

�● 並び順を逆にする
�● 逆の方向に進む

などのように使います。
　それが「逆に」の形をとって、副詞や接続詞のような作用を
持つようになりました。

　この作品が200年前のものだとは、逆にすごいと思います。

北海道は春がいいと友人は言う。私は逆に極寒の真冬が好
きだ。

　例１で使われている「逆に」は「想像を超えて」「予想に反
して」、例２は「むしろ」といった意味です。もともと物理的
な位置関係に基づく「逆」が、心理表現に使われるように変化
しています。心の動きが新たな表現を生み出すのです。その一
方で、心の動きを一つの凝縮されたことばで代替してしまうと、
かえって言語表現を狭めてしまうという矛盾も生じます。

例１

例２
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　ワンフレーズポリティクスということばがあります。短いこ
とばを並べるだけで、その政策の中身を具体的に説明しない政
治のことを言います。威勢のいいことばや、凝縮されたことば
は、わかりやすく魅力的です。「ワンフレーズ」は、僕たちの
生活のなかで使われるトレンドワードにも現れています。
　しかし、具体的な内容を伝えないと判断ができなくなります。
言語の硬直化は思考する力を奪うことにもなります。言語が硬
直化するということは、心から放たれることばを自由に使いこ
なせないということにもなります。

注意ワード  癒やし、寄り添う
　大きな災害などを経験して、社会に広がったことばです。
　バブル崩壊後なかなか回復しない経済状況のなかで広がる貧
富の格差、高齢化が進むなかで孤独を味わう人たち、競争社会
になじめず引きこもる人たち……。弱者に思いを寄せようとい
う動きは昔からあったものですが、1995年１月17日の阪神・淡
路大震災、2011年３月11日の東日本大震災、2016年４月14日の
熊本地震などを経験し、僕たちの生活や心の有り様を変化させ
ました。
　「癒やし」「寄り添う」ということばも、こうした時代背景を
まとった文脈で使われるようになりました。新聞紙面でもよく
見かけるようになりました。どこを読んでも「癒やし」と「寄
り添う」で埋め尽くされているようにすら感じたのです。
　決して悪いことばではないし、使う人も誠意を持って原稿を
書いていることは疑いありません。
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　「癒やしの空間」「癒やし系」「地方に寄り添う」「時代に寄り
添う」などのことばが、次々生まれることによって、それが商
業主義にのったアイコンになり、トレンドワードとなります。
ことばが生まれたころの実態から離れた流行語として機能し始
めます。これによって、本来抱えていた課題がすっとずれて、
本質が見えづらくなってはいないでしょうか。便利なことばに
集約されることによって、かえってことばが硬直化してしまっ
たように感じるのです。

　もちろん、時代を捉えたことばとしての意義は大きいと思い
ます。時代を振り返ったときに記憶に残る流行語は、社会を反
映したものであることも理解できます。
　しかし、「癒やし」や「寄り添う」を流行語としてしまって
いいのか、収まりのいいことばに流されずことばの本質を捉え
続ける必要があるのではないか、そんなことを思うのです。

注意ワード  させていただきます
　相手に敬意を払うことは、心のゆとりを持っている大人の態
度として好もしく思えます。しかし過剰敬語は敬意を損ねるこ
とにもなりかねません。

先日、弊社が納入した機器について、御社から不具合の報
告をいただきました。調査させていただいたところ、プロ
グラムのミスだということがわかりましたので、報告させ
ていただきます。

例
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　「いただきます」が３回使われています。そのうち「させて
いただきます」が２回です。極端な書き方だと思われるかもし
れません。しかし、これに類した書類は、かなり多いのです。
　丁寧に書こうとすることを否定しません。不具合に関する報
告書では、相手業者との関係もあるので、こうした傾向は強く
なると思います。

　「させていただきます」は、サ行変格活用動詞「する」の未
然形に助動詞「せる」がついたものです。「せる」には、使役
の意味があります。それに「いただく」という謙譲語がついて
います。

�● 新年のご挨拶を控えさせていただきます。
�● 拝見させていただきます。

などのように、「させていただきます」は、許しをもらって何
かすることを謙遜して言う表現です。
　ところが、「いただきます」を丁寧語の感覚で使っている場
合が増えたように思います。「いただく」には、「相手に許可を
得る」意味があります。

　こういう表現を多用すると、主体性のない発言に受けとられ
かねません。敬意が軽く扱われるような感覚になり、かえって
失礼な印象になります。これが過剰敬語のマイナス要素です。
　例文でいうと「調査させていただいた」は違和感があります。
不具合の報告を受けて行った調査自体は許しを請うものではな
く、自主的な動きです。「報告させていただきます」は、その
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趣旨と合致しています。しかし、相手業者との関係を大切にす
るなら「させていただきます」ということばに頼らず、もう少
し内容を丁寧に説明すべきだと思うのです。

　先日、弊社が納入した機器について、御社から不具合の
報告を頂戴しました。調査したところプログラムのミスだ
ということが判明しました。原因と対処法、今後の対策に
ついて報告いたします。

先日、弊社が納入した機器について、御社から不具合の報

告を頂戴しました。

⇨「頂戴しました」は、例文の「いただきました」でもいいと
思います。ここでは違う表現を提示しました。

調査したところプログラムのミスだということが判明しま

した。

⇨「調査させていただいたところ」は、自主的な判断で原因な
どを調査したことをはっきり示す表現にします。「わかりまし
たので」を「判明しました」と、明確に意向を伝える表現にし
てきっぱりと言い切ります。

原因と対処法、今後の対策について報告申し上げます。

⇨例文では「報告させていただきます」だけでした。不具合を
調査した結果として、「原因」その「対処法」、次の「今後の対
策」という流れを示して「報告いたします」「報告申し上げま
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す」とします。

　「させていただきます」という定型のことばに頼りすぎず、
相手業者に対する真

しん

摯
し

な姿勢を文章で表現する方が、よほど丁
寧な対応になります。

改めて読点の意味を考える
注意ポイント  読点に頼りすぎない

　読点（、）に頼りすぎて、そこに含まれることばを略してし
まうことがあります。伝えるべき内容をことばで表現するよう
にします。

君、元気でよかった。

お返事、ありがとうございました。

　話しことばやメールでこうしたやり取りが成立するのは、あ
らかじめお互いの状況（モノ・コト）が共有されているからです。
読点に委ねた解釈を明確にするため、ことばを補ってみます。
　例１は、久しぶりに連絡が来た友人に返信した際の一文かも
しれません。
　「君」の後にいくつか異なる助詞を加えてみます。

①君が、元気でよかった。

②君は、元気でよかった。

例１

例２


